
平井市政を検証する③

みどりと
開発問題

逗子海岸の景勝地 ドライブイン計画
07年第２回定例会、平井市長が提案した「市道の廃止」が議会で大問題となりました。日本共産

党の事前調査でわかったことは、議案は表向き「市道の廃止」でありながら、その裏に国道134号線

沿いの突き出た小さな岬のドライブイン開発計画であり、事業者から市に対し、道路の払い下げが

要望されていました。計画案は開発面積を300㎡以下にした299㎡、条例適用を逃れられるもので、

すでに市長との事前協議を終え、隣接する市道を取り込む形で計画が

つくられていました。議会が与党も含め全会一致で否決したことで開

発の動きを止めることができました。しかし、事業者は計画を諦めた

わけではありません。市長には、公約でみどりと景観を守ると言った

姿勢はなく、「この程度の開発なら」と言って、日本共産党の議案の

撤回要求に対し、逆に開発に理解を求め、議案の撤回を拒みました。

緑と開発問題で
決議可決

決議案第11号「まちづくり条

例の違反に対する措置と景観と

緑地保全を求める決議」を全会

一致可決しました。久木と山の根の条例違反、

沼間や小坪の緑地保全への強い要望、逗子海

岸沿いの鳴鶴ケ崎(桜山)などの景観が損なわ

れる状況、大規模な墓地開発計画など、市民

の不安をなくし、貴重な景観と緑地を残すた

めにも、市長の積極的な取り組みを強く求め

たもので、平井市長の姿勢を問うものとなっ

ています。

10年11月

定例会

新宿 平井市長が市道を売却し、

開発に協力する提案、議会ＮＯ！否決

久木 沼間 小坪
条例違反に対する刑事告

発が受理されず、市長の

説明では警察との協議中

(数カ月も)？理由がわか

りません。この問題で陳

情も。議会は条例35条を

適用し、議会への賛否を

求めるべきと市長へ要求。

ところが対応はされずに

今日まできています。

4千筆の保全を求め

る陳情署名に対して、

市長はみどり基金の

活用はできないとし、

与党議員が陳情の継

続を要求。現在、業

者が売却に動いてい

ます。また、沼間４

町目に大規模な墓地

計画の動きも。

県は売却の意向、

市は具体化をせず、

与党議員が地元市

民の陳情を継続審

査にする。党は公

有化すべきと主張。
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県有地問題
通称はげ山

１丁目
緑地開発

山の根 ３丁目
条例違反

９丁目
条例違反

条例手続きをせ

ずに建築行為が進

んでいます。近隣

住民からも陳情が

提出され、議会も

県と市長に対応を

強く求めいます。

私たち市民を包み込む「池子の森」とみどり
今一つになって、逗子のみどりを守りましょう。

沼間1丁目斜面緑地

小坪の県有地

ドライブイン建設予定地

山の根３丁目の現場

逗子海岸の景勝地の岬 ドライブイン計画地



平井市長が米軍住宅の追加建設を容認

平井市政を検証する④

●市長 逗子市内の建設工事車両の通過を認める
●市長 住宅以外の関連施設の建設は容認

●「国の回答」に法的根拠はあるのか？の質問に
市長は答弁不能に……与党議員も沈黙…

11/19付
国の回答
わかったこと

平井市長はどこまで認めるのか

11月29日、緊急の議会全

員協議会が招集され、市

長から池子問題の報告が

行われました。与党議員

はよく現実路線に立って

もらってうれしいと発言。

岩室議員は、公約違反

をして、国のいいなりで

容認したことを厳しく批

判しました。

国の約束違反をただすことは、公約違反した市長にはできません。

●市が要請したのは大臣、回答は局長名。
三者合意は長官。市の説明で決済権は局長より
長官がある。これが確約と言えるのでしょうか。

平井市長が選挙公約で、できなかった事は？

○パート(非常勤)から部長へ 〈結果〉一般の職員採用試験を受ければよいとして制度を作らず。

○米軍住宅追加建設反対

○総合的病院誘致

○生ごみ処理機 ４年間で２０００台普及

〈結果〉公約を投げ捨て容認する。選挙で信託を受ければよいといなおる。

〈結果〉聖テレジア会主導の交渉で、誘致に失敗する。

〈結果〉２７１台普及。目標の13％にとどまる。

課税ミス問題の決議、与党が否決

市長出席要請の動議を与党らが否決

市長選挙でみどりと暮らしを守る市政に変えましょう。

○中学校給食の検討 〈結果〉検討はあくまで検討と答弁、実施をＨ26まで先送り。

○市役所の土日開放 〈結果〉実施されていません。

○二学期制見直し 〈結果〉二学期制の継続決める。

〈結果〉議会の提案に反対(再議)。市民と議会の声に１年引上げ(小1)○小児医療費助成の拡充

橋爪議員は、市長の出席要請を求める動議を提案し

ましたが、与党議員らによって否決。そのため本会議

で質問、市長が初めて課題ミス問題で陳謝しました。

医療法人が運営する介護施設の固定資産税を誤って

課税、返還の措置がされました。しかし、還付加算金

が発生し、血税１５０万円が使われることに。その責

任を求める決議に与党議員らが反対、否決されました。

賛否は○賛成 共産党、フューチャー、みんな１●反

対は与党議員、民主党、自民党、公明党、みんな２

庁舎の懸垂幕


